
千葉県青少年総合プラン平成25年度事業評価シート

問合せ先（電話番号）

１　事業の概要

補助金の交付

社会教育団体の求めに応じての指導・助言

団体へのヒアリングの実施

当初予算額（千円） 24年度 25年度 26年度

決算額（千円） 24年度 25年度 26年度

県単(○) 県単(○) 県単(○)

○ ○ ○

２　事業実績・評価等

（1）事業の実施結果

（2）事業の成果

３　事業の課題・問題点、今後の方向性等

４　委員意見

　日本ボーイスカウト千葉県連盟、（一社）ガールスカウト千葉県連盟、（一社）千葉県子ども会育成連合会、日本
海洋少年団千葉県連盟、千葉県連合婦人会、千葉県高等学校ＰＴＡ連合会、千葉県特別支援学校ＰＴＡ連絡協
議会、千葉県国公立幼稚園ＰＴＡ連絡協議会、千葉県ユネスコ協会連絡協議会の９団体に対し、補助金を交付し
た。
　またヒアリングにより、各団体の活動状況や課題の把握に努め、必要に応じ助言した。

　少子化や価値観の多様化等により会員は減少し、それに伴い予算減になる団体が多いため、補助金の意義は
大きく、各団体の活動事業を維持・発展させることにつながった。　各団体が広報活動に重点を置いたことによ
り、活動内容を広く県民に広報すると同時に、会員同士で活動内容について共通理解を図り、意欲の向上につな
がり、その結果組織作りにつなげることができた。
　ヒアリングでは、各団体の課題を把握できた。また、本事業に係る団体の事業計画を、代表者と共に見直すこと
で、団体の事務処理負担の軽減を図れた。

各団体の活動のさらなる活性化のため、より団体との連絡を密にし、状況を把握し、助言に努める。
　団体の会員減少は、同時に活動推進役や、次代を育てる指導者の不足という問題を抱えている。それでも各団
体は、限られた予算で、いかに活動を充実させるか腐心し、工夫をしている。県予算縮減は、各団体の活動の後
退を招き、より良い地域・社会づくりに反映されない。補助金交付である本事業は、予算確保が課題である。

５　地域社会の連携の強化

１０多様な主体による取組の推進と関係機関の機能強化
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計画番号

事業名

担当課・室・班名

柱

事業内容

財源内訳

基本目標

基本方策

88

青少年育成団体への活動支援

生涯学習課社会教育振興室 4071

Ⅲ　子ども・若者の成長を支える地域・社会づくり



千葉県青少年総合プラン平成25年度事業評価シート

千葉県地域コミュニティ活性化支援事業

県民交流・文化課　協働連携班 問合せ先（電話番号） 4133

１　事業の概要

Ⅲ　子ども・若者の成長を支える地域・社会づくり

５　地域社会の連携の強化

１０　多様な主体による取組の推進と関係機関の機能強化

当初予算額（千円） 24年度 25年度 5,545 26年度

決算額（千円） 24年度 25年度 4,095 26年度

県単(○) 県単(○) 県単(○)

○

２　事業実績・評価等

（1）事業の実施結果

（2）事業の成果

３　事業の課題・問題点、今後の方向性等

４　委員意見

５件の応募があり、審査の結果、すべての事業が採択された。
採択された事業は、平成２５年７月（または８月）～平成２６年１月までの期間で事業を実施した。
１１月に「中間報告会」を開催し、事業終了後の３月には一般公開で「成果報告会」を開催した。

本事業を通して、多様な主体が連携・協働して地域づくりを行う手法が、さらに県内に広がった。
各地域での取組における成果を一律に評価することは、テーマや方法が地域によって違うことや、事業自体の趣
旨としてプロセスを重視することから難しい。しかし、今まで関わりのなかった団体や住民を巻き込んで取り組む
ことで、地域での課題共有・地域資源の発見や活用が進み、住民主体による地域づくりが進展している。

本事業による取組が継続して実施されるよう、協働事業の効果的な進め方や財源確保など実施主体や関係団
体への基盤強化や、様々な情報提供も併せて行うことが必要と思われる。
また、多様な主体の連携・協働による地域づくりを引き続き支援するとともに、その手法をさらに広め、協働による
新たな取組を増やすため、成果等についての積極的な広報及び多くの団体の参画を促す工夫が必要である。

計画番号

事業名

担当課・室・班名

柱

事業内容

財源内訳

基本目標

基本方策

希薄化した地域コミュニティの再生や新たな地域コミュニティの仕組みづくりを行う取組に対
して支援を行い、併せて、その取組を広く県民に発信することにより、地域コミュニティの活
性化を図る

89



問合せ先（電話番号） 4133

１　事業の概要

Ⅲ　子ども・若者の成長を支える地域・社会づくり

５　地域社会の連携の強化

１０　多様な主体による取組の推進と関係機関の機能強化

当初予算額（千円） 24年度 25年度 26年度

決算額（千円） 24年度 25年度 26年度

県単(○) 県単(○) 県単(○)

○
２　事業実績・評価等
（1）事業の実施結果

（2）事業の成果

３　事業の課題・問題点、今後の方向性等

４　委員意見

千葉県青少年総合プラン平成２５年度事業　評価シート

49

161

349 241

計画番号 90

事業名 学校とNPOとの連携促進事業

担当課・室・班名 県民交流・文化課　協働連携班

柱

基本目標

基本方策

事業内容

県総合教育センター主催の教職員研修においてNPOの基礎や連携事例、地域のNPOの
紹介などを行うNPO講座を実施する。
　また、NPO向けには、学校教育の現状や連携するためのポイントなどの説明や、学校と
連携するための企画案の作成に関する講座を開催する。

教職員研修におけるNPO講座後のアンケートでは、全体の96.4%がNPOについて理解が深まったと答え、実際
に授業や課外活動等でのNPOとの連携については、17.8%が既にしていて、64.3%がしてみたいと答えた。
　また、「NPOのための学校連携講座」実施後のアンケート結果では、講義・グループワークについては連携
の進め方がとても勉強になったとの意見が多かった。交流会ではいろんなＮＰＯの方と交流し、教わることもあ
り良かったとの意見が多かった。

ＮＰＯと学校の双方において、お互いの情報を得ることや、連携のきっかけを作る機会が少ないことが課題。
今後、教職員研修（教務主任等）で、市民活動団体等と連携することによって教育内容の幅が大きく広がるこ
とを啓発していくとともに、ＮＰＯが連携して実施出来る事業の企画案を学校へ提供するなど、ＮＰＯから学校
へ情報提供ができる仕組みづくりが必要。

217

財源内訳

NPOやその連携についての理解を深めてもらうため、平成25年8月26日（月）に千葉県総合教育センターにお
ける教職員研修のプログラムの一環として、NPO講座を開催し、県立学校等新任教務主任31名が参加した。
　また、学校との連携を希望するNPOを対象に、9月20日(金)、及び10月11日(金)の2日間にわたり、NPOのた
めの学校連携講座を開催し、延べ21名が参加した。



千葉県青少年総合プラン平成25年度事業評価シート

千葉県青少年協会助成事業

問合せ先（電話番号） 2288

１　事業の概要

Ⅲ　子ども・若者の成長を支える地域・社会づくり

５　地域社会の連携の強化

１０　多様な主体による取組の推進と関係機関の機能強化

当初予算額（千円） 24年度 25年度 26年度

決算額（千円） 24年度 25年度 26年度

県単(○) 県単(○) 県単(○)

○ ○ ○

２　事業実績・評価等

（1）事業の実施結果

（2）事業の成果

３　事業の課題・問題点、今後の方向性等

４　委員意見

「青少年サポーター活動の組織化・事業推進」等により青少年育成活動の担い手を支援していくとともに、「私の
思い～中学生の主張」等による広報・啓発事業を実施し青少年の参加・参画を促す事業の展開に取り組んでい
く。また、青少年育成市町村民会議の全市町村設置に向けて設置促進に取り組んでいく。

40,439 40,329

財団法人千葉県青少年協会が実施する青少年育成千葉県民会議事業（「私の思い～中学生の主張」、青少年
サポーター活動等）に対する支援を行った。

・「私の思い～中学生の主張」では、千葉県代表が2年連続して全国大会に出場し、国立青少年教育振興機構奨
励賞を受賞するなど、大きな成果を挙げた。
・青少年サポーター活動では、高校生・大学生・社会人からなる青少年サポーターを組織し、小学生を対象に環
境学習、自然体験を行った。
・市町村民会議設置促進では、市町村を訪問し協力と理解を求め、１市が再登録された。

事業名

担当課・室・班名

柱

事業内容

財源内訳

基本目標

基本方策

91

青少年育成県民運動の推進母体である財団法人千葉県青少年協会が、青少年の健全育
成を目的として実施する事業に対して補助する。

40,439 40,329 40,597

計画番号

県民生活課（現県民生活・文化課）子ども・若者育成支援室



千葉県青少年総合プラン平成25年度事業　評価シート

青少年相談員設置事業

問合せ先（電話番号） 2330

１　事業の概要

Ⅲ　子ども・若者の成長を支える地域・社会づくり

５　地域社会の連携の強化

１０　多様な主体による取組の推進と関係機関の機能強化

当初予算額（千円） 24年度 25年度 26年度

決算額（千円） 24年度 25年度 26年度

県単(○) 県単(○) 県単(○)

○

２　事業実績・評価等

（1）事業の実施結果

（2）事業の成果

３　事業の課題・問題点、今後の方向性等

４　委員意見

・平成25年度は、第18期の初年度であることから、初任者を対象に「基本研修会」（県内11地区）を開催（937人参
加）
・青少年相談員活動費補助を行うとともに、県内１１地区で課題研修会を開催(729人参加）
・青少年相談員と地域の子どもたちが、スポーツ活動やキャンプ等を行う「つどい大会」（2,479人参加）の活動を
支援

・千葉県青少年相談員連絡協議会を開催することにより、青少年相談員の活動方針の決定や各地区間の情報
交換及び連絡調整を図ることができた。
・県内11地区において課題研修会・基本研修会を開催することにより、相談員の資質向上が図られるとともに、活
動を行う上での課題意識の向上につながった。また、相互の情報交換が進み、市町村連絡協議会において新た
な活動を取り入れる契機となった。
・県内11地区において「つどい大会」を開催したことにより、子ども達が他の市町村の多くの友だちと交流すること
ができ、他者と関わる能力の向上が見られた。また、活動を通じて、近隣市町村の相談員同士の交流が深まり、
互いに助言を受けたり、活動を見直したりするなど相談員活動に対する意欲の向上が見られた。

・県下の相談員が相談員相互の情報交換が容易になるように、相談員が相互に連携を深められるような場の設
定を行ったり、「課題研修会」など相談員の課題意識に即した研修会を開催したりすることで、相談員の活動に対
する意欲向上や自覚を促す。

事業内容

財源内訳

24,846 22,358

基本方策

地域の青少年健全育成のリーダー的存在として、青少年健全育成活動、非行防止、安全
防止活動等多岐にわたる活動を行っている青少年相談員の活動の充実及び資質や意欲
の向上を図る。
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23,52725,728 24,262

計画番号

事業名

担当課・室・班名

柱

基本目標

 県民生活課（現県民生活・文化課）子ども・若者育成支援室



千葉県青少年総合プラン平成２５年度事業　評価シート

青少年補導センター事業

問合せ先（電話番号） 2288

１　事業の概要

Ⅲ　子ども・若者の成長を支える地域・社会づくり

５　地域社会の連携の強化

１０　多様な主体による取組の推進と関係機関の機能強化

当初予算額（千円） 24年度 25年度 26年度

決算額（千円） 24年度 25年度 26年度

県単(○) 県単(○) 県単(○)

○ ○ ○

２　事業実績・評価等

（1）事業の実施結果

（2）事業の成果

３　事業の課題・問題点、今後の方向性等

４　委員意見

基本方策

青少年の非行を未然に防ぐ直接的な役割を担う、各地域の青少年補導センター及び各補
導員活動の充実と活性化のための支援を実施する。
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4,8444,955 4,788

計画番号

事業名

担当課・室・班名

柱

基本目標

 県民生活課（現県民生活・文化課）子ども・若者育成支援室

・青少年補導員活動費補助
・社会環境整備活動事業補助
・青少年補導（委）員大会の開催及び補導（委）員大会における永年従事の補導員の表彰実施
・23市町における県下一斉合同パトロール（青少年への声かけ、啓発グッズの配布）の実施

・「青少年補導員活動費」及び「青少年補導センター事業費のうち社会環境整備活動事業費」を補助することによ
り、青少年補導員活動の充実と活性化を促進した。その結果、補導活動を年間で7,911回実施し、延べ5,994名の
青少年を補導することができた。
・青少年補導（委）員大会の開催により、青少年補導員の資質を向上させるとともに、県内青少年補導員相互の
連帯感を高めることができた。また、永年にわたり補導員として活動した者に対し表彰を行う（表彰状授与１１名、
感謝状授与８０名）ことにより、青少年補導員の青少年健全育成及び非行防止活動への意識を高めることができ
た。
・青少年補導センター設置市19市の他、県内の4市町を合わせた23市町において、特定日（8月1日及び2日）に一
斉に青少年非行防止活動を行い、啓発グッズを配布することにより、青少年の非行の早期発見及び補導を推進
するとともに、県民に対し青少年補導活動の理解を広めることができた。

引き続き補助を行い、青少年補導センター及び各補導員活動の充実と活性化を促進する。

事業内容

財源内訳

4,862 4,822


